                                                       令和５年７月14日

質問回答書


契約件名：令和５年度横浜市民スポーツ意識調査業務委託

	No.
	該当箇所
	質問内容
	回答

	１
	【設計図書】
仕様書
３　調査の概要
(4)　その他
	いずれかの割付サンプルで過不足が生じた場合は、割付サンプル数÷実際の回収数からウエイト率を算出し、過不足を調整すること。（ウエイトバック集計）とあるが、仮に割付した回収が 0 件だった場合にはどのような対応となるか。
割付がされた近隣のセルにて回収を行う対応でよいか。また、その場合に地域、年齢どちらを優先して回収を行うか。
	近隣の年齢、性別が同じセルにて回収を行ってください。
（例：神奈川区18～19歳の女性が回収率０だった場合、鶴見区の18～19歳の女性から回収をする）
回収の際の優先順位は、地域＜年齢＜性別です。

	２
	【設計図書】
仕様書
８ 個人情報の保護に関する特記事項
	本調査においてはWEB モニター調査での実施を想定しており、特定の個人を特定できるような個人情報を取り扱う事務は発生しないことを想定しているが、同項目の各内容については対応不要という認識でよいか。
	そのとおりです。

	３
	【【別紙】質問項目】
	対象者が、対象地域内に現在居住していることを確実に確認するためには、仕様書記載の調査の前にスクリーニング調査を実施する必要がある。
一方で、外部モニターにすでに登録されている住所情報を活用すれば、これは必要な
い。ただし、この情報には回答時点から時差があり、現在
居住している場所が正しく反映されていない場合がある。
このような住所情報の利用は可能か。
また、このようなモニター登録情報を活用することにより、いくつかのフェイス項目については質問を省くことが可能である。その質問とは以下である。これら取得済み情報の活用は可能か。
① 性別（ただし、男性または女性の情報のみ）
② 年齢
③ 職業（ただし、「契約・嘱託・派遣社（職）員」を除く）
④ 世帯年収（ただし任意回答）
⑤ 子どもの有無（ただし、未成年に限らない）
	住所情報を利用することは可能ですが、質問項目については、最新の情報を取得するため、省略せず行ってください。



